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本研究では DHSN（The Dynamic Holdo Algorithm Based






3. 上記の 2 つの情報を利用して、最適な待ち時間を動的に計
算する。
愛知県立大学大学院情報科学研究科 平成 28 年度 修士論文要旨




H = 2(log2+weightcn)+2 N  9 (2)
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